
ロケット実験ＣＩＢＥＲ－２の空間相関解析による黄道光の測定
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黄道光は、太陽光が惑星間ダストによって散乱された光であり、可視光から近赤外線の波長域で観測される。黄道光の
スペクトルは惑星間ダストの鉱物組成や粒径を反映するため、その起源や進化過程を探る上で重要な観測量である。し
かし、可視光から近赤外線にわたる黄道光スペクトルの観測例は限られており、惑星間ダストの物理的性質には未解明
な点が多く残されている。

本研究では、ＮＡＳＡ観測ロケット実験ＣＩＢＥＲ－２（Ｃｏｓｍｉｃ　Ｉｎｆｒａｒｅｄ　Ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ　
Ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔ　２）の波長０．５－２．０ μｍにおける広帯域撮像データを用いて、黄道光の波長依存性を測
定した。ＣＩＢＥＲ－２は宇宙赤外線背景放射の観測を主目的とする実験であり、２０２４年５月に米国ホワイトサン
ズ・ミサイル実験場において第３回目の打ち上げを実施し、６天域の画像データの取得に成功した。観測データには環
境放射が含まれることが判明し、黄道光の絶対輝度を直接測定することはできなかった。一方でその空間分布には有意
な時間変化が認められなかったため、ＣＩＢＥＲ－２の観測画像と既存の黄道光強度分布モデルとの空間相関解析によ
り、黄道光成分を抽出した。

解析にあたりまず、電気的干渉ノイズの除去、キャリブレーション、フラット補正などの１次処理を施した。次に、Ｇ
ａｉａカタログを用いて１７ 等級までの星をマスクすることで拡散光成分を取り出した。これに対して、ＣＯＢＥ／Ｄ
ＩＲＢＥ やＨＳＴの広域観測に基づく黄道光モデルと、銀河拡散光（星の光が星間ダストによって散乱された光）の空
間分布を用いた同時フィッティングを行うことで、黄道光成分を抽出した。得られた黄道光スペクトルは、環境放射の
影響が比較的小さい１．１μｍ以下の波長帯においては、既存の黄道光モデルと誤差（約１０％）の範囲内で一致してお
り、過去の観測結果とも整合的であることを確認した。また観測された波長依存性を太陽スペクトルと比較したとこ
ろ、０．８ μｍ帯では強度低下が見られた。この結果は、０．９ μｍ付近に吸収構造をもつシリケイト鉱物が惑星間ダ
ストに含まれることを支持している。
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